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　皆
みなさま

様、はじめまして。この度
たび

、前
まえだまんよう

田万葉
枢
すうききょうさま

機卿様の後
こうにん

任として、日
に ほ ん

本カトリック
障
しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎかい

絡協議会顧
こもんしきょう

問司教、ならびに日
にほ ん

本
カトリック障

しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎかい

絡協議会を支
ささ

える会
かいかいちょう

会長
を仰
おお

せつかりました、カトリック新
にいがたきょうく

潟教区の
成
なるいだいすけ

井大介と申
もう

します。
　前

まえだすうききょうさま

田枢機卿様にあっては、長
ながねん

年にわたり
顧
こもんしきょう

問司教、会
かいちょう

長としてカ障
しょうれん

連と支
ささ

える会
かい

を支
ささ

えてくださいましたことに、多
おお

くの人
ひとびと

々を
代
だいひょう

表して心
こころ

より感
かんしゃ

謝申
もう

し上
あ

げます。私
わたし

はこれ

ま で カ 障
しょうれん

連 と の
活
かつどうけいけん

動経験の特
とく

にない
若
じゃくはいもの

輩者ですが、皆
みなさま

様
に教

おし

えていただきな
がらともに歩

あゆ

めたら
と願

ねが

っております。
どうぞよろしくお願

ねが

い致
いた

します。
　さて、このニュースレターが届

とど

いて少
すこ

しす
ればクリスマス、そして、年

とし

が明
あ

けて１月
がつ

６
日
にち

の主
しゅ

の公
こうげん

現の日
ひ

に、バチカンの聖
せい

ペトロ
大
だいせいどう

聖堂の聖
せい

なる扉
とびら

が閉
と

じられ、聖
せいねん

年が閉
へいまく

幕し
ます。皆

みな

さんにとって、2025年
ねん

の通
つうじょうせいねん

常聖年
はどのような時

とき

となったでしょうか。
　レビ記

き

25章
しょう

に、「ヨベルの年
とし

」についての
解
かいせつ

説が書
か

かれています。これは、50年
ねん

に
一
いちどめぐ

度巡ってくる年
とし

で、この年
とし

には畑
はたけ

を休
やす

ませ
たり、人

ひと

に売
う

った土
と ち

地が返
へんきゃく

却されたり、身
み う

売
りした同

どうほう

胞の雇
やと

い人
にん

が解
かいほう

放されたり、負
ふさい

債が
免
めんじょ

除されたりします。このことをレビ記
き

は「こ
の50年

ねんめ

目の年
とし

を聖
せいべつ

別し、全
ぜんじゅうみん

住民に解
かいほう

放の宣
せんげん

言

幼
おさなご

子イエスの祝
しゅくふく

福と
平
へい わ

和がありますように！
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をする。それが、ヨベルの年
とし

である」と記
しる

し
ています。この習

しゅうかん

慣が、キリスト教
きょう

では25年
ねん

に一
いちどめぐ

度巡ってくる聖
せいねん

年として受
う

け継
つ

がれてい
ます。ですので、聖

せいねん

年はただ単
たん

に全
ぜんめんしょう

免償が受
う

けられる年
とし

というのではなく、神
かみ

の前
まえ

にすべ
ての人

ひと

が尊
とうと

く、権
けん り

利を侵
しんがい

害されていたらその
状
じょうたい

態を解
かいしょう

消し、持
も

ち物
もの

を搾
さくしゅ

取されていたらそ
れを返

かえ

し、負
ふさ い

債から解
かいほう

放される、言
い

ってみれ
ば、教

きょうこう

皇フランシスコが『ラウダート・シ』
で教

おし

えた、神
かみ

と、人
ひと

と、被
ひぞうぶつ

造物との正
ただ

しい
関
かんけい

係を取
と

り戻
もど

す、そのような年
とし

として理
りか い

解す
ることが大

たいせつ

切だと私
わたし

は受
う

け止
と

めています。

　カ障
しょうれん

連のシンボルマークは、聖
せい

ヨハネ・パ
ウロ２世

せいきょうこう

教皇に直
じきひつ

筆で書
か

いていただいたもの
で、次

つぎ

のような意
い み

味を持
も

っているそうです。
　「一

ひと り

人ひとりの人
にんげん

間が集
あつ

まってひとつの輪
わ

になって、心
こころ

と力
ちから

を合
あ

わせて、一
いっしょ

緒に進
すす

むこ
とを、完

かんぜん

全を表
あらわ

す「円
えん

」の形
かたち

で、そして私
わたしたち

達
がキリストの精

せいしん

神によって歩
あゆ

むことを
「十

じゅうじか

字架」の形
かたち

で表
あらわ

して下
くだ

さったものです。」
　これはまさに、ヨベルの年

とし

を背
はいけい

景とする
聖
せいねん

年が目
め ざ

指すことそのものではないでしょう
か。聖

せいねん

年が終
しゅうりょう

了しても、この世
せかい

界のすべての
ものとの調

ちょうわ

和のうちに希
きぼう

望を持
も

って歩
あゆ

みを続
つづ

けていきたいと思
おも

います。

　昨
さくねん

年は皆
みなさま

様から約
やく

64万
まんえん

円の支
しえんきん

援金をいた
だきました。心

こころ

より感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。今
ことし

年
も皆

みなさま

様の祈
いの

りと献
けんきん

金によるご協
きょうりょく

力をいただけ
たらと存

ぞん

じます。どうぞよろしくお願
ねが

いしま
す。

これからのカ障
しょうれん

連の
歩
あゆ

む方
ほうこうせい

向性は
カ障

しょうれんなごやぜんこくたいかい

連名古屋全国大会　実
じっこういいんちょう

行委員長
富
とみなが

永　　諒
まこと

　この大
たいかい

会のテーマは「思
おも

いをつむぐ・仲
なかま

間
をつなぐ」であります。「思

おも

いをつむぐ」と
いう言

こと ば

葉から、私
わたし

は45年
ねん

というカ障
しょうれん

連の思
おも

いと、これからの歩
あゆ

み方
かた

をつなげて考
かんが

えるこ
とは自

しぜん

然な流
なが

れと思
おも

います。
　マタイ11章

しょう

の28節
せつ

には「疲
つか

れた者
もの

、重
おも に

荷
を負

お

う者
もの

は、だれでも私
わたし

のもとに来
き

なさい。
休
やす

ませてあげよう」というみ言
ことば

葉が、カ障
しょうれん

連
と教
きょうかい

会とのつながりを強
つよ

く感
かん

じさせる箇
かしょ

所で
あります。
　「私

わたし

のもとに来
き

なさい」とは主
しゅ

イエスキリ
ストのことであり、もっと身

みぢか

近な所
ところ

で言
い

えば
神
しんぷさま

父様のこと、またお御
みど う

堂に参
さんれつ

列している
信
しんと

徒の皆
みなさま

様でもあります。そしてこのお御
みどう

堂
という教

きょうかい

会そのものが、疲
つか

れた者
もの

にとって休
やす

ませてくれる場
ば

なのであります。
　カ障

しょうれんしょだいかいちょうやまだあきよし

連初代会長山田昭義さんは良
よ

くお話
はな

し
されております。45年

ねんまえ

前は社
しゃかい

会にあっても、
車
くるまいす

椅子の障
しょうがいしゃ

害者は出
である

歩くことが出
で き

来ず、バス
や電

でんしゃ

車は乗
の

せてもらえず、行
い

きたいと思
おも

う
教
きょうかい

会には階
かいだん

段が大
おお

きな障
しょうがい

害となっていた。
本
ほんらいふくし

来福祉の原
げんてん

点である教
きょうかい

会でさえ、このよう
な有
ありさま

様だから何
なん

とかしたい、変
か

わって欲
ほ

しい
良
よ

くなって欲
ほ

しいと願
ねが

い、カトリック信
しんと

徒の
中
なか

の障
しょうがい

害ある者
もの

が集
あつ

まり、支
しえんしゃ

援者と共
とも

に「カ
トリック障

しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎかい

絡協議会」を立
た

ち上
あ

げたの
であります。障

しょうがい

害を持
も

ったが故
ゆえ

に様
さまざま

々な困
こんなん

難
な生
せいかつ

活を強
し

いられている中
なか

で「だれでも私
わたし

の
もとに来

き

なさい。休
やす

ませてあげよう」のみ
言
ことば

葉は大
おお

きな救
すく

いであり、希
きぼう

望を与
あた

えてくれ
る力
ちから

であります。

振
ふりこみさき
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実行委員長

キャラバン担
たんとう

当　入
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　「疲
つか

れた者
もの

、重
おも に

荷を負
お

う者
もの

」とは今
いま

の世
よ

の
中
なか

にあって、複
ふくざつ

雑な人
にんげんかんけい

間関係、責
せきにん

任という
重
じゅうあつ

圧に耐
た

えながら、日
ひ び

々の生
せいかつ

活をやり過
す

ごし
ている人

ひとたち

達の事
こと

でもあります。私
わたしたちしんと

達信徒は
「休

やす

ませてあげよう」のみ言
こと ば

葉を多
おお

くの人
ひとびと

々
に伝
つた

え広
ひろ

めて行
い

きたいものです。社
しゃかいてきしょうがい

会的障害
の克

こくふく

服と心
こころ

のバリヤーを取
と

り除
のぞ

くためにも、
カ障
しょうれん

連の仲
なか ま

間は「いと小
ちい

さき者
もの

」がゆえに多
おお

くのみ言
ことば

葉を頂
いただ

いております。それだからこ
そこれからは私

わたしたちじしん

達自身が、お返
かえ

しとして
福
ふくいんせんきょう

音宣教を広
ひろ

め深
ふか

めることが、「これからの
カ障
しょうれん

連の歩
あゆ

む方
ほう

向
こうせい

性」ではないでしょうか。

　 来
らいねん

年11月
がつ

に 行
おこな

わ れ ま す「 第
だい

15回
かい

カ
障
しょうれんなごやぜんこくたいかい

連名古屋全国大会」まで、あと１年
ねん

を切
き

り
ました。
　名

なごやぜんこくたいかい

古屋全国大会の詳
くわ

しい案
あんない

内は次
じごう

号でさせ
て頂
いただ

くことにして、今
こんごう

号では実
じっこういいんかい

行委員会でど
んなことに取

と

り組
く

んでいるのかを中
ちゅうしん

心に紹
しょうかい

介
させていただきます。

　実
じっこういいんかい

行委員会は、2024年
ねん

７月
がつ

の第
だい

１回
かい

実
じっこう

行
委
いいんかいかいぎ

員会会議をもって発
ほっそく

足し、以
いらい

来、各
かくたんとう

担当に
分
わ

かれて大
たいかい

会を成
せいこうり

功裡に終
お

えることが出
で き

来る
ように活

かつどう

動を続
つづ

けております。以
い か

下に各
かくたんとう

担当
の内

ないよう

容と進
しんちょく

捗について簡
かんたん

単に説
せつめい

明します。
◆�事

じむきょく

務局…実
じっこういいんかい

行委員会、事
じむきょく

務局会
かい ぎ

議の企
きか く

画、
運
うんえい

営の他
ほか

、実
じっこういいんかい

行委員会の議
ぎあんさくせい

案作成、委
いいんかい

員会
会
かい ぎ

議の進
しんこう

行、議
ぎ じ ろ く

事録の作
さくせい

成などを取
と

りまと
めています。
◆�キャラバン…名

な ご や き ょ う く な い

古屋教区内の小
しょうきょうく

教区を

実
じっこういいん

行委員で手
て わ

分けをして訪
ほうもん

問、大
たいかい

会の
趣
しゅしせつめい

旨説明、募
ぼきん

金、ボランティア協
きょうりょく

力のお願
ねが

い等
など

を呼
よ

び掛
か

けています。2025年
ねん

８月
がつ

か
ら11月

がつ

までで、教
きょうくない

区内の小
しょうきょうく

教区56箇
かしょちゅう

所中
約
やく

７割
わり

の訪
ほうもん

問をすることができました。
◆�会
かいけい

計…大
たいかい

会にかかる費
ひよう

用、キャラバンで預
あず

かった募
ぼきん

金の管
かんり

理、大
たいかい

会の予
よさん

算の作
さくせい

成など、
金
きんせん

銭に関
かか

わることを担
たんとう

当しています。
◆�広

こうほう

報…大
たいかい

会のP
ぴー

R
あーる

をどのようにするかを考
かんが

え、発
はっしん

信しています。第
だい

１弾
だん

のP
ぴー

R
あーる

ポス
ター、ボランティア募

ぼしゅう

集のチラシを作
さくせい

成し
たほか、次

じ ご う

号掲
けいさ い よ て い

載予定のポスターを
検
けんとうちゅう

討中。また、名
な ご や

古屋全
ぜんこくたいかい

国大会を象
しょうちょう

徴する
ロゴマークを作

さくせい

成し、名
な ご や き ょ う く

古屋教区ニュース
に掲
けい

載
さい

しました。
◆�ボランティア…大

たいかいとうじつ

会当日のボランティア
募
ぼしゅう

集、申
もうしこみ

込の管
かん り

理。研
けんしゅうとう

修等ボランティアの
総
そ う し き

指揮を担
たんとう

当します。今
いま

は、当
とうじつ

日どの部
ぶ

署
しょ

でどのくらいのボランティアが必
ひつよう

要か、
協
きょうぎ

議をしているところです。
◆�渉
しょうがい

外…当
とうじつ

日の来
らいじょうしゃ

場者に配
くば

る記
きねんひん

念品を広
こうほう

報と
も連

れんけい

携をして提
ていあん

案、いろいろな小
しょうきょうく

教区に
協
きょうりょく

力をいただき、着
ちゃくちゃく

々と作
さくせい

成を進
すす

めてい
ます。
◆�販

はんばい

売…大
たいかい

会の記
きねん

念Ｔ
てぃー

シャツを作
さくせい

成、販
はんばい

売を
行
おこな

っています。
◆�医
いりょう

療…当
とうじつ

日、会
かいじょう

場にて体
たいちょうふりょうしゃなど

調不良者等の対
たいおう

応
に 当

あ

た る 為
ため

に 日
に ほ ん

本 カ ト リ ッ ク
看
か ん ご き ょ う か い な ご や し ぶ

護協会名古屋支部を中
ちゅうしん

心に協
きょうりょく

力を呼
よ

びか
けています。今

ことし

年９月
がつ

にカ障
しょうれんなごや

連名古屋で行
おこ

なった「教
きょうく

区障
しょうがいしゃ

害者のつどい」に参
さ ん か

加の
医
いりょう

療ボランティアの人
ひとびと

々も協
きょうりょく

力していただ
ける事

こと

が決
けってい

定しています。
◆�分

ぶんかかい

科会…当
とうじつ

日の分
ぶんかかい

科会のテーマについて、
提
ていあん

案、協
きょうぎ

議を進
すす

めています。
◆�手

しゅわつうやく

話通訳・要
ようやくひっき

約筆記…当
とうじつ

日の情
じょうほうほしょうぜんぱん

報保障全般、
事
じぜん

前の研
けんしゅうかい

修会も計
けいかく

画しています。
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　実
じっこういいんかい

行委員会では、大
たいかい

会のための祈
いの

りのカー
ドを作

さくせい

成し、キャラバン訪
ほうもん

問の折
おり

に配
はい ふ

布、皆
みな

さんに共
とも

にお祈
いの

りをお願
ねが

いしています。
　来

らいねん

年の大
たいかい

会が良
よ

い実
みの

りの時
とき

となるよう、
会
かいぎ

議のペースを上
あ

げてこれからも取
と

り組
く

んで
いきます。
　全

ぜんこく

国から参
さ ん か

加される皆
みな

さんが、少
すこ

しでも
「名

な ご や

古屋に来
き

てよかった」と思
おも

って頂
いただ

けるよ
う、全

ぜんりょく

力で準
じゅんびちゅう

備中です。
　来
らいねん

年、皆
みな

さんとお会
あ

いできますことを、心
こころ

より楽
たの

しみにしております。

第
だい

15回
かい

日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会
名
なごやぜんこくたいかい

古屋全国大会

日
にちじ

時：2026年
ねん

11月
がつ

14日
にち

～ 15日
にち

（土
ど

・日
にち

）
場
ばし ょ

所：ウインクあいち（名
な ご や え き

古屋駅すぐ）
　　　〒450-0002
　　　愛

あいち け ん な ご や し な か む ら く め い え き

知県名古屋市中村区名駅
　　　4-4-38

テーマ：想
おも

いをつむぐ・仲
なかま

間をつなぐ

大
たいかい

会では、ボランティアに関
かか

わって下
くだ

さ
る方
かた

、また、大
たいかい

会へのご寄
き ふ

付を募
つの

ってお
ります。
次
じごうけいさい

号掲載される詳
しょうさい

細をご確
かくにんいただ

認頂くか、ま
たは各

かくしょうきょうく

小教区に郵
ゆうそう

送されているチラシを
ご覧
らん

ください。

2025年
ねん
カ障
しょうれん
連セミナー報

ほうこく
告

『合
ごうりてきはいりょ
理的配慮から、ともに歩

あゆ
む

シノドス的
てききょうかい
教会を目

め ざ
指して』

カ障
しょうれん

連セミナー担
たんとう

当　青
あ お の ち え み

野知惠美

　９月
がつ

20日
にち

（土
ど

）午
ご ご

後１時
じ

よりカ障
しょうれん

連セミ
ナーが開

かいさい

催されました。東
とうきょう

京カトリック障
しょう

が
い者
しゃれんらくかい

連絡会の協
きょうりょく

力で、東
とうきょう

京の四
よつ や

谷にあるニコ
ラ・バレ修

しゅうどういん

道院と、オンラインによるハイブ
リッド開

かいさい

催でした。講
こうえん

演の内
ないよう

容を要
ようやく

約してお
伝
つた

えします。
＊　＊　＊　＊　＊

第
だい

１部
ぶ

合
ごうりてきはいりょ

理的配慮から福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮へ
カ障
しょうれんこもん

連顧問

英
はなふさ

　隆
りゅういちろう

一朗神
し ん ぷ

父（イエズス会
かい

）

障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法と合
ごうりてきはいりょ

理的配慮

　2016年
ねん

４月
がつ

に障
しょうがい

害
者
しゃ

差
さべつかいしょうほう

別解消法が施
しこう

行さ
れ、全

すべ

ての事
じぎょうしょ

業所は
「合

ごうりてき

理的配
はいりょ

慮」が努
どりょく

力
義
ぎ む

務となり、その後
ご

2024年
ねん

４月
がつ

より、すべ
ての施

し せ つ

設、事
じぎょうしゃ

業者に対
たい

し合
ごうりてきはいりょ

理的配慮が
法
ほうてきぎむ

的義務となりました。教
きょうかい

会も例
れいがい

外ではありま
せん。合

ごうりてきはいりょ

理的配慮とは、障
しょうがい

害のある人
ひと

が
社
しゃかいせいかつ

会生活において、障
しょうがい

害のない人
ひと

と平
びょうどう

等に
活
かつどう

動できるよう、個
こ こ

々の状
じょうきょう

況に応
おう

じて行
おこな

われる
「必
ひつよう

要かつ適
てきとう

当な変
へんこう

更や調
ちょうせい

整」のこと。障
しょうがい

害の
ある人

ひとほんにん

本人と提
ていきょう

供する側
がわ

の対
た い わ

話を通
つう

じて、
過
かじゅう

重な負
ふたん

担にならない範
はんい

囲で「社
しゃかいてきしょうへき

会的障壁を
取
と

り除
のぞ

く」ことを目
もくてき

的としています。
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１．�どんな人
ひと

であっても、基
きほんてきじんけん

本的人権を有
ゆう

し
ており、平

びょうどう

等に扱
あつか

われるべきである
　差

さべつかいしょうほう

別解消法ができた2016年
ねん

の７月
がつ

に、
津
つ く い や ま

久井山ゆり園
えん

で障
しょうがいしゃ

害者大
だいぎゃくさつじけん

虐殺事件が起
お

きま
した。これは植

うえまつひこく

松被告の優
ゆうせいしそう

生思想（人
にんげん

間は
平
びょうどう

等ではない、ある人
ひと

の命
いのち

はあまり重
じゅうよう

要では
ないという考

かんが

え）によるものでした。あらた
めて私

わたし

たちは「人
にんげん

間は平
びょうどう

等である」というこ
とを問

と

われています。

２．�障
しょうがい

害の医
いが く

学モデルから社
しゃかい

会モデルへ：障
しょう

害
がいしゃ

者には社
しゃかいてきしょうへき

会的障壁があり取
と

り除
のぞ

くべき
　障
しょうがい

害を「社
しゃかい

会モデル」で考
かんが

えると、平
びょうどう

等に
生
い

きていくことができない原
げんいん

因は社
しゃかい

会の側
がわ

に
あります。障

しょうがいしゃ

害者が平
びょうどう

等に生
い

きていくために
は社
しゃかい

会のありかたを変
か

えて、社
しゃかいてきしょうへき

会的障壁はみ
んなで取

と

り除
のぞ

かなければいけません。

３．�合
ごうりてきはいりょ

理的配慮：障
しょうがいしゃ

害者の個
こ こ

々の状
じょうきょう

況におい
て、必

ひつよう

要かつ適
てきとう

当な変
へんこう

更を調
ちょうせい

整していく
　その場

ば

その場
ば

で必
ひつよう

要なことは、状
じょうきょう

況によっ
て違
ちが

います。進
すす

んでいるようでなかなか進
すす

ん
でいません。先

せんしゅう

週の朝
あさひしんぶん

日新聞に掲
けいさい

載された、
障
しょうがいしゃ

害者で芥
あくたがわしょうさっか

川賞作家の市
いちかわさおう

川沙央さんの投
とうこう

稿し
た記

き じ

事によると、昨
さくしゅう

秋の朝
あさひしんぶんしゅさい

日新聞主催
「地

ちきゅうかいぎ

球会議2024」では、ひとりも取
と

り残
のこ

さず、
すべての人

ひと

が暮
く

らしやすい持
じぞく か の う

続可能な地
ちきゅう

球と
社
しゃかい

会について、みなさまとともに考
かんが

えていく
「朝

あさひちきゅうかいぎ

日地球会議」というメインテーマを掲
かか

げ
ながら、70人

にん

を超
こ

える登
とうだんしゃ

壇者、20を超
こ

える
セッションに障

しょうがい

害のある方
かた

やご家
かぞく

族、支
しえんしゃ

援者
の立

たちば

場の方
かた

が一
ひと り

人も登
とうだん

壇せず、手
しゅわつうやくしゃ

話通訳者や
同
どうじじまくとう

時字幕等の配
はいりょ

慮も全
まった

く用
よう い

意されていないと
いう指

してき

摘でした。それに対
たい

し朝
あさひしんぶん

日新聞は紙
しめん

面
にてお詫

わ

びし、これからはきちんとすること
を約
やくそく

束しました。

４．�障
しょうがいしゃ

害者とのコミュニケーションが欠
か

かせ
ない

　意
いけん

見を挙
あ

げない限
かぎ

り、どんどんスルーされ
るので、合

ごうりてきはいりょ

理的配慮のないところにはアピー
ルし、その上

うえ

でお互
たが

い何
なに

ができるか対
たいわ

話して
いくことが大

たいせつ

切です。
　今
こんしゅう

週、カ障
しょうれんやまぐち

連山口の代
だいひょう

表をされていた方
かた

の
葬
そ う ぎ

儀がありました。彼
かのじょ

女は20歳
さい

の時
とき

、
障
しょうがいしゃ

害者になり車
くるまいすせいかつ

椅子生活を送
おく

る中
なか

で、どう
やって生

い

きていくのかを考
かんが

えるようになりま
した。通

かよ

っていたミッションスクールに通
かよ

え
るよう車

くるま

の免
めんきょ

許を取
と

りました。大
だいがく

学は古
ふる

い
建
たてもの

物でエレベーターはありませんでしたが、
彼
かのじょ

女の受
う

ける授
じゅぎょう

業を全
ぜん ぶ

部１階
かい

の教
きょうしつ

室にしまし
た。40年

ねんほどまえ

程前の話
はなし

ですが、これこそが
合
ごうりてきはいりょ

理的配慮の典
てんけい

型です。エレベーターはすぐ
には付

つ

けられないけど、大
だいがく

学の先
せんせい

生と本
ほんにん

人の
コミュニケーションで全

ぜんめんてき

面的に協
きょうりょく

力が得
え

られ
ました。必

ひつよう

要かつ適
てきせつ

切な変
へんこう

更や調
ちょうせい

整がどれだ
けできるかは、話

はな

し合
あ

いを積
つ

み重
かさ

ねていく中
なか

で少
すこ

しずつ実
じつげん

現していきます。朝
あさひしんぶん

日新聞のシ
ンポジウムもおそらくこれからはうまくいく
でしょう。
　前
ぜんかい

回のカ障
しょうれんながさきたいかい

連長崎大会で講
こうえん

演していただい
た東
ひがし

さんのお話
はなし

で、今
いま

はどの駅
えき

でもほぼエレ
ベーターがついていますが、これは
障
しょうがいしゃうんどう

害者運動のたまものだそうです。先
せんぱい

輩の
障
しょうがいしゃ

害者たちが車
くるまいす

椅子でどこにでもいけるよ
う、粘

ねば

り強
づよ

く何
なんねん

年も何
なんねん

年も公
こうきょうこうつうきかん

共交通機関に訴
うった

えたおかげです。そういう地
じみち

道な積
つ

み重
かさ

ねが
大
だいじ

事ですね。
　大
おおさかたかまつきょうく

阪高松教区の聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者ボランティアだ
よりの今

こんげつごう

月号に、聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者への合
ごうりてきはいりょ

理的配慮
について書

か

いてあります。コミュニケーショ
ンの取

と

り方
かた

、文
ぶんしょうさくせい

章作成やイベントの際
さい

の配
はいりょ

慮
などが詳

くわ

しく説
せつめい

明されています。今
きょう

日はだい
たいクリアしていて、聴

ちょうかく

覚障
しょうがい

害の方
かた

が参
さん か

加さ
れていますね。まだ十

じゅうぶん

分とは言
い

えませんが、

5



足
た

りないところ、違
ちが

うところは主
しゅさいしゃがわ

催者側に訴
うった

えて、工
くふう

夫していくことが大
たいせつ

切です。信
しんじゃ

者で
あろうと、教

きょうかい

会であろうと日
にほん

本で暮
く

らす人
ひと

み
んなの義

ぎ む

務です。
＊　＊　＊　＊　＊

信
しんこうしゃ

仰者として考
かんが

える「福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮」

　私
わたし

の考
かんが

える「福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮」とは合
ごうりてきはいりょ

理的配慮
を前
ぜんてい

提とした上
うえ

で、障
しょうがいしゃ

害者も健
けんじょうしゃ

常者も神
かみ

から
愛
あい

されている子
こ

として、神
かみ

の国
くに

に入
はい

るために、
互
たが

いに祈
いの

りあい、助
たす

けあう配
はいりょ

慮です。
合
ごうりてきはいりょ

理的配慮の１～４に対
たいおう

応する形
かたち

で見
み

てみま
しょう。（紙

しめ ん

面の都
つご う

合で、聖
せいしょ

書の引
いんよう

用につい
ては聖

せいしょ

書の掲
けいさいかしょ

載箇所のみ表
ひょうじ

示しています）

１．�どんな人
ひと

であっても、神
かみ

の愛
あい

されている
子
こ

どもである。小
ちい

さい者
もの

こそ愛
あい

されている
　聖

せいしょてき

書的には、小
ちい

さい者
もの

こそ、神
かみ

から特
とくべつ

別に
愛
あい

され、神
かみ

の国
くに

で優
ゆうせんてき

先的な立
たち ば

場にあります。
「小

ちい

さい者
もの

」とは、罪
つみびと

人であったり、貧
まず

しい
人
ひと

、弱
よわ

い人
ひと

などで、イエスさまの態
たい ど

度を見
み

る
限
かぎ

り、より優
ゆうせんてき

先的に愛
あい

されています。前
ぜんかい

回の
カ障
しょうれん

連の通
つうしん

信に、「福
ふくいん

音的
てきはいりょ

配慮」について書
か

い
たので、それに対

たい

していろいろな反
はんのう

応があり
ました。中

なか

には障
しょうがいしゃ

害者を「小
ちい

さい」というの
はおかしいという人

ひと

もいますが、「小
ちい

さい」と
いう表

ひょうげん

現は聖
せいしょ

書に出
で

てくるので、使
つか

ったらよ
いと思

おも

っています。「小
ちい

さい」を定
てい ぎ

義すると、
大
おお

きいものに対
たい

して弱
よわ

い、力
ちから

がないというこ
とが含

ふく

まれています。この世
よてき

的には、必
かなら

ずし
もプラスの意

い み

味ではありません。小
ちい

さい者
もの

の
否
ひていてき

定的な定
てい ぎ

義は何
なに

か、いざとなったら切
き

り捨
す

ててしまわれる存
そんざい

在です。たとえば震
しんさい

災のあ
との問

もんだい

題です。大
おお

きな災
さいがい

害の後
あと

、過
か こ

去の実
じつれい

例
からはっきりしていますが、明

あき

らかに障
しょうがいしゃ

害者は
後
あとまわ

回しにされている。小
ちい

さい者
もの

は無
む し

視されて、
配
はいりょ

慮されないのです。ものすごくはっきりして
います。東

ひがしにほんだいしんさい

日本大震災の時
とき

、障
しょうがいしゃ

害者はほぼ

無
む し

視され、いろんな理
りゆう

由で多
おお

くの人
ひと

が避
ひなんじょ

難所
に入
はい

れなかったりしました。事
じじつ

実として、特
とく

に
危
き き て き

機的な時
とき

こそ、小
ちい

さな者
もの

はケアされない
存
そんざい

在であることは、火
ひ

を見
み

るより明
あき

らかです。
小
ちい

さいという概
がいねん

念を使
つか

おうが使
つか

うまいが、
障
しょうがいしゃ

害者はそうなってしまう可
かのうせい

能性が非
ひじょう

常に高
たか

い。カ障
しょうれん

連では災
さいがいじ

害時の障
しょうがいしゃ

害者のケアについ
て何
なんかい

回も取
と

り上
あ

げ、話
はな

し合
あ

っています。
　話
はなし

は飛
と

びますが、たとえばナチスの時
とき

、
独
どくさいせいけん

裁政権になればなるほど、小
ちい

さいものを切
き

り
捨
す

てました。そして今
いま

、トランプ大
だい

統
とうりょう

領はそれ
を模

も ほ う

倣しています。まず切
き

り捨
す

てるのは
外
がいこくじん

国人。２番
ばんめ

目が知
ちしきじん

識人。そして３番
ばんめ

目はだい
たい障

しょうがいしゃ

害者です。ナチスの時
とき

は障
しょうがいしゃ

害者をユダヤ
人
じん

と一
いっしょ

緒に大
たいりょうぎゃくさつ

量虐殺しました。トランプ大
だいとうりょう

統領
も次
つぎ

のターゲットにするかも知
し

れない。だから
イエスさまが、小

ちい

さい者
もの

が大
たいせつ

切だと強
きょうちょう

調してい
るということを私

わたし

たちは心
こころ

に刻
きざ

んでおかなけれ
ばなりません。世

よ

の中
なか

の流
なが

れは反
はんたい

対ですから。

◆�天
てん

の国
くに

でいちばん偉
えら

い者
もの

（マタイ18、１
－５）
　イエスさまのものの見

みかた

方は、小
ちい

さい者
もの

こそ、
神
かみ

の国
くに

では恵
めぐ

みが多
おお

いという、この世
よ

の考
かんが

え
方
かた

とは全
まった

く逆
ぎゃく

です。平
びょうどう

等であることを超
こ

えて
います。神

かみ

の国
くに

で小
ちい

さいものがより高
たか

い、よ
り偉
えら

いのはなぜなのか。よく黙
もくそう

想し、それを
私
わたし

たちが発
はっけん

見しなければならない、それが
信
しんじゃ

者としての恵
めぐ

みであり責
せきむ

務です。

２．�イエスのいやしのわざは、すべての次
じげん

元
に及
およ

ぶ
　①身

しんたいてき

体的　②心
しんりてき

理的　③社
しゃかいてき

会的　④霊
れいてき

的
　合

ごうりてきはいりょ

理的配慮は③の社
しゃかいてきじげん

会的次元をより強
きょうちょう

調し
ていて欠

か

かせないものですが、イエスは特
とく

に
④の霊

れいてき

的な次
じげん

元まで、いやしのわざが語
かた

られ
ているので、そこまで私

わたし

たちはイエスの恵
めぐ

み
を受

う

け取
と

らなければなりません。

6



◆中
ちゅうぶ

風の人
ひと

をいやす（マルコ２、１－12）
　４人

にん

の男
おとこ

が屋
や ね

根をはがして、イエスの前
まえ

に
病
びょうにん

人を吊
つ

りおろした。それほど真
しんけん

剣にやった
ということです。「イエスはその人

ひと

たちの
信
しんこう

仰を見
み

て」と書
か

いてある。屋
や ね

根をはがすこ
とをイエスは信

しんこう

仰として認
みと

めているのはすご
いです。「合

ごうりてき

理的」を超
こ

えている。象
しょうちょうてき

徴的で
すけど私

わたし

のイメージではこれが福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮と
いうことです。５人

にん

の信
しんこう

仰をイエスさまは見
み

ているわけだから、その協
きょうりょく

力とエネルギーの
使
つか

い方
かた

が、福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮のひとつのモデルにな
るのではないかと思

おも

っています。その信
しんこう

仰を
見
み

て、イエスは中
ちゅうぶ

風の人
ひと

に「あなたの罪
つみ

は赦
ゆる

される」と宣
せんげん

言をした。これは、いやしの中
なか

の「霊
れいてき

的いやし」です。身
しんたいてき

体的いやし以
いじょう

上に、
罪
つみ

のゆるしの方
ほう

が、実
じつ

は大
おお

きな問
もんだい

題だったと
思
おも

います。それでイエスは罪
つみ

のゆるしをまず
宣
せんげん

言する。それから律
りっぽうがくしゃ

法学者にぶつくさ言
い

わ
れて、中

ちゅうぶ

風の人
ひと

に「起
お

き上
あ

がり、床
ゆか

を担
かつ

いで
家
いえ

に帰
かえ

りなさい」と命
めいれい

令をするわけです。
「家

いえ

に帰
かえ

りなさい」と時
ときどき

々イエスさまが言
い

い
ますが、解

かいほう

放の神
しんがくしゃ

学者、聖
せいしょがくしゃ

書学者によると、
この人

ひと

が家
いえ

から追
お

い出
だ

されていたからです。
つまりこれは、イエスさまの社

しゃかいてきじげん

会的次元のい
やしなのです。障

しょうがい

害か重
おも

い病
びょうき

気のために、汚
けが

れているということで、共
きょうどうたい

同体から追
お

い出
だ

さ
れていた。だから「家

いえ

に帰
かえ

れ」というのは、
社
しゃかいてき

会的いやしのことばだと、今
いま

は解
かいしゃく

釈されて
います。さらに「起

お

き上
あ

がり」ということは、
明
あき

らかに身
しんたいてき

体的いやしもあるし、心
しんりてき

理的なト
ラブルも、起

お

き上
あ

がることによって取
と

り除
のぞ

か
れたでしょうし、そしてあきらかに霊

れいてき

的いや
し、罪

つみ

がゆるされて、解
かいほう

放されて神
かみ

の子
こ

ども
として起

お

き上
あ

がるという信
しんこうしゃ

仰者としてのいや
し、恵

めぐ

みも入
はい

っているのです。
　だから私

わたし

たちはイエスさまのいやしを考
かんが

え
たり、祈

いの

ったり、それを実
じっせん

践していこうとす
る時

とき

に、福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮というのは、身
しんたいてき

体的、

心
しんりてき

理的、社
しゃかいてき

会的、霊
れいてき

的の４つ全
ぜんぶ

部が入
はい

ってい
るいやしを求

もと

めなくてはいけない。特
とく

に
信
しんこうしゃ

仰者は、健
けんじょうしゃ

常者も障
しょうがいしゃ

害者も両
りょうほう

方が、４番
ばんめ

目
の霊

れいてき

的いやし、本
ほんとう

当の意
い み

味で神
かみ

とつながる、
神
かみ

の恵
めぐ

みを受
う

ける存
そんざい

在です。しかも「障
しょうがいしゃ

害者
と健
けんじょうしゃ

常者の協
きょうりょく

力」をイエスさまが認
みと

めてくだ
さっているわけですから、この視

してん

点で私
わたし

たち
は協
きょうりょく

力していこうということなのです。

３．�福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮：イエスのいやしが障
しょうがいしゃ

害者に働
はたら

き、健
けんじょうしゃ

常者と共
とも

に神
かみ

の国
くに

に入
はい

るかかわり方
かた

　神
かみ

の国
くに

という以
いじょう

上は、ひとりではない、み
んなで、仲

なかま

間でわかち合
あ

うから神
かみ

の国
くに

なので
すが、その中

なか

でやはり小
ちい

さなものや罪
つみびと

人が、
その中

なか

に入
はい

るから神
かみ

の国
くに

と言
い

えるんじゃない
か。それを私

わたし

たちが目
め ざ

指しているということ
を忘
わす

れてはいけないと思
おも

います。

◆�「迷
まよ

い出
で

た羊
ひつじ

」のたとえ（マタイ18、10
－14）
　見

みうしな

失った１匹
ぴき

の仔
こひつじ

羊と99匹
ひき

の有
ゆうめい

名なたと
え話
ばなし

です。ちなみに私
わたし

は今
いま

『福
ふくいんせんきょう

音宣教』とい
う雑

ざ っ し

誌で、聖
せいしょ

書のここの箇
か し ょ

所だけで、
毎
まいつきれんさい

月連載を書
か

いています。なぜ１匹
ぴき

が離
はな

れて
しまったか。もしかしたらこの１匹

ぴき

は足
あし

に
怪
け が

我をしていたのかも知
し

れない。そうすると
この１匹

ぴき

を元
もと

の群
む

れに戻
もど

しても、99匹
ひき

がさっ
さと歩

ある

いたらまたこの１匹
ぴき

は遅
おく

れてしまうわ
けですね。100匹

ぴき

で行
い

くには、99匹
ひき

がゆっ
くり歩

ある

かない限
かぎ

りだめなんです。１匹
ぴき

の在
あ

り
方
かた

が、99匹
ひき

を変
か

えることによって、100匹
ぴき

になり初
はじ

めて神
かみ

の国
くに

になるんです。だけどこ
の世

よてき

的には、弱
よわ

いものを切
き

り捨
す

てた方
ほう

が社
しゃかい

会
がどんどん発

はってん

展する、優
ゆうしゅう

秀なものだけがやっ
たらいいだろうという優

ゆうせいしそう

生思想、それが誘
ゆうわく

惑
です。でもそうすればするほど、神

かみ

の国
くに

は遠
とお

くなる。だからこの１匹
ぴき

の羊
ひつじ

が神
かみ

の国
くに

に必
ひつよう

要
だということなのです。だから小

ちい

さなものは
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神
かみ

の国
くに

のために絶
ぜったいひつよう

対必要。その人
ひと

がいないと
神
かみ

の国
くに

は来
こ

ないだろうということです。
　カ障

しょうれん

連の規
きや く

約には、何
なん

のためにこの団
だんたい

体が
あるのか書

か

かれています。「本
ほんきょうぎかい

協議会は
病
びょうしゃ

者・障
しょうがいしゃ

害者が、カトリック精
せいしん

神にもとづき、
生
い

けるキリストの共
きょうどうたい

同体の一
いちいん

員として社
しゃかい

会の
福
ふくいんか

音化を目
め ざ

指す。」社
しゃかい

会の福
ふくいんか

音化を別
べつ

な言
こと ば

葉
で言

い

うと、社
しゃかい

会を神
かみ

の国
くに

にしていくのを私
わたし

た
ちは目

め ざ

指しているということ。「配
はいりょ

慮」とい
うとどちらか一

いっぽうてき

方的に、強
つよ

いものが弱
よわ

いもの
を大

たいせつ

切にすると思
おも

いがちですけど違
ちが

います。
障
しょうがいしゃ

害者が社
しゃかい

会の福
ふくいんか

音化を目
め ざ

指すんですね。な
ぜなら小

ちい

さい１匹
ぴき

に社
しゃかい

会を変
か

えていく力
ちから

があ
る。神

かみ

の国
くに

をもたらす、あるいはこの世
よ

の
価
か ち か ん

値観ではなくて、福
ふくいんてき

音的価
か ち か ん

値観を告
つ

げ知
し

ら
せて行

い

く主
しゅたい

体であるということをカ障
しょうれん

連は
最
さいしょ

初から謳
うた

っていて、設
せつりつもくてき

立目的がすごいなと
思
おも

いました。私
わたし

たちはそれを目
め ざ

指し健
けんじょうしゃ

常者も
障
しょうがいしゃ

害者も学
まな

ばなければならないのです。

４．祈
いの

り合
あ

うことと、霊
れいてきたいわ

的対話によって
　霊

れいてきたいわ

的対話には、単
たん

なる話
はな

し合
あ

いを超
こ

えた、
もっと深

ふか

いわかち合
あ

い、あるいは一
いっしょ

緒に祈
いの

り
合
あ

って、どういうことができるのかという
実
じっせん

践も入
はい

ってきます。そういうことを私
わたし

たち
は目

め ざ

指しています。福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮というと
理
りそうろんてき

想論的と思
おも

うかも知
し

れません。急
きゅう

にできる
かどうかはわかりませんが、目

め ざ

指していけた
らいいと思

おも

います。

◆兄
きょうだい

弟の忠
ちゅうこく

告（マタイ18、19－20）
　ひとりではなく２

ふ た り

人か３人
にん

。ひとりが
健
けんじょうしゃ

常者でひとりが障
しょうがいしゃ

害者かも知
し

れないし、と
にかく２、３人

にん

がイエスの名
な

によって集
あつ

まっ
て、心

こころ

をひとつにして願
ねが

うなら、願
ねが

いを叶
かな

え
てくださる。イエスさまはその中

なか

にいてくだ
さる。集

あつ

まって祈
いの

りを捧
ささ

げ、祈
いの

り合
あ

いとわか
ち合

あ

い、霊
れいてきたいわ

的対話の中
なか

で、しかも協
きょうりょく

力してい

く中
なか

でこそ私
わたし

たちは、神
かみ

さまが私
わたし

たちに何
なに

を
望
のぞ

んでいるのかに向
む

き合
あ

うことができます。
福
ふくいんてき

音的配
はいりょ

慮とは、祈
いの

りや信
しんこう

仰に基
もと

づき、私
わたし

た
ち教
きょうかい

会の中
なか

でも社
しゃかい

会の中
なか

でも、どうやって神
かみ

の国
くに

を作
つく

って行
い

くのかということなのです。

第
だい

２部
ぶ

すべての人
ひと

とともに歩
あゆ

む
教
きょうかい

会をめざして
セルヴィ・エヴァンジェリー宣

せんきょうかい

教会

宣
せんきょうし

教師　西
にしむら

村　桃
ももこ

子さん

　ご自
じしん

身の活
かつどう

動や教
きょうこう

皇
フランシスコとの交

こうりゅう

流
などを交

まじ

えてお話
はな

しい
ただきました。講

こうえん

演で
は写
しゃしん

真などを用
もち

いてよ
りわかりやすく、そし
てその内

ないよう

容は視
しかく

覚に障
しょうがい

害のある方
かた

にも伝
つた

わる
よう、全

すべ

てを詳
くわ

しく口
こうとう

頭で説
せつめい

明しながら話
はな

し
てくださいました。参

さんかしゃ

加者からは「とてもわ
かりやすく、これもシノダリティの実

じっせん

践のひ
とつと感

かん

じた」と感
かんそう

想をいただきました。シ
ノドスについてのお話

はなし

を中
ちゅうしん

心に要
ようやく

約を記
しる

しま
す。

＊　＊　＊　＊　＊
　私
わたし

は宣
せんきょうかい

教会セルヴィ・エヴァンジェリーに
所
しょぞく

属し、奉
ほうけんせいかつ

献生活を送
おく

っている宣
せんきょうし

教師です。
会
かい

の名
なま え

前は「神
かみ

のいつくしみの福
ふくいん

音に仕
つか

える
者
もの

」という意
い み

味で、世
せか い

界16か国
こく

で活
かつどう

動して
いる国

こくさいせんきょうかい

際宣教会です。わたしたちの使
しめ い

命は、
福
ふくいんせんきょう

音宣教と宣
せんきょうしゃ

教者の養
ようせい

成、特
とく

に若
わかもの

者への同
どうはん

伴
を優
ゆうせん

先しています。過
か こ

去の苦
くる

しい歴
れきし

史のある
日
にほん

本と韓
かんこく

国の若
わかもの

者が個
こじんてき

人的に出
で あ

会い、過
か こ

去の
出
で き ご と

来事を知
し

り、分
わ

かち合
あ

い、交
こうりゅう

流することで
いやし、和

わかい

解の一
いっぽ

歩が歩
あゆ

めると信
しん

じて、毎
まいとし

年
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日
にっかんせいねん

韓青年交
こうりゅうかい

流会を企
き か く

画しています。教
きょうく

区や
小
しょうきょうく

教区での活
かつ

動
どう

もしています。
　私
わたし

は26年
ねん

ほど前
まえ

に入
にゅうかい

会し、フィリピンで
初
しょきようせい

期養成を受
う

け、そのあと日
にほん

本に帰
かえ

ってきて
神
しんがく

学の勉
べんきょう

強や宣
せんきょうしぼく

教司牧をしました。2011年
ねん

から６年
ねんかん

間、前
ぜんきょうこう

教皇フランシスコの出
しゅっしんこく

身国、
アルゼンチンで宣

せんきょうしぼく

教司牧をしました。最
さいご

後の
３年
ねんかん

間は、南
なんきょく

極が近
ちか

くとても寒
さむ

いパタゴニア
地
ちほう

方で宣
せんきょうしぼく

教司牧をしました。
　若

わかもの

者との活
かつどう

動のほかに、2020年
ねん

に教
きょうこう

皇フ
ランシスコが開

かいさい

催を宣
せんげん

言し、2021年
ねん

から
2024年

ねん

までおこなわれた第
だい

16回
かい

シノドス
（世
せかいだいひょう

界代表司
しきょうかいぎ

教会議）の取
と

り組
く

みに2023年
ねんごろ

頃
から積

せっきょくてき

極的に関
かか

わるようになりました。今
きょう

日
は、このシノドスについて皆

みな

さまと一
いっしょ

緒に深
ふか

めていけたらいいと思
おも

っています。

◆シノドスとは？
　「シノドスSynodos」は、もともとギリシ
ア語

ご

で「ともに」を表
あらわ

すシンと「道
みち

」を表
あらわ

す
オドスから成

な

り立
た

っているため、「ともに歩
あゆ

む 」 を 意
い み

味 し ま す。「 シ ノ ド ス 会
か い ぎ

議
（世

せかいだいひょう

界代表司
しきょうかいぎ

教会議）」は、信
しんこう

仰や倫
り ん り

理、
教
きょうかいかつどう

会活動全
ぜんぱん

般に関
かん

する事
ことがら

柄について、世
せか い

界
から代

だいひょう

表が集
あつ

まって話
はな

し合
あ

い、助
じょげん

言を提
ていあん

案し
て教
きょうこう

皇を補
ほ さ

佐するカトリック教
きょうかい

会の集
あつ

まりで
す。決

けっていきかん

定機関ではなく、教
きょうこう

皇の諮
しも ん

問に答
こた

える
文
ぶんしょ

書 を ま と め、 教
きょうこう

皇 は 多
おお

く の 場
ば あ い

合、
使
しとてきかんこく

徒的勧告の形
かたち

でその答
とうしん

申に答
こた

えます。シノ
ドス会

かいぎ

議は、1965年
ねん

、教
きょうこう

皇パウロ六
ろくせい

世によっ
て設

せっち

置されました。

第
だい

15回
かい

シノドスから第
だい

16回
かい

シノドスへ
　第

だい

15回
かい

までは通
つうじょう

常３週
しゅうかんはん

間半ほどおこなわ
れていたのが、第

だい

16回
かい

は３年
ねん

かけておこな
われました。また階

かいだんこうぎふう

段講義風の椅
い す

子に、正
せいそう

装
している枢

すうききょう

機卿、大
だいしきょう

司教、司
しきょう

教、その他
ほか

の
参
さんかしゃ

加者、という形
かたち

で、位
いかいじゅん

階順で座
すわ

っていまし

たが、第
だい

16回
かい

の時
とき

は皆
みな

さん平
へいふく

服で会
か い ぎ

議に
参
さんか

加し、円
えんたく

卓を囲
かこ

んで座
すわ

っています。

第
だい

16回
かい

シノドスの歩
あゆ

み
１．シノドスの呼

よ

びかけ（2021年
ねん

10月
がつ

）
２．�「教

きょうく

区フェーズ」ステージ（2021年
ねん

～
2022年

ねん

）
３．「大

たいりく

陸ステージ」（2023年
ねん

）
４．�第

だい

16回
かい

シノドス総
そうかいだい

会第１会
かい き

期（2023年
ねん

10月
がつ

）
５．�第

だい

16回
かい

シノドス総
そうかいだい

会第２会
かい き

期（2024年
ねん

10月
がつ

）
　タイのバンコクでおこなわれたアジア
大
たいりくべつ

陸別ステージのときには、シノドスの
総
そうしょき

書記として、長
ながねんにほん

年日本で働
はたら

いておられたオ
ロリッシュ枢

すうききょう

機卿や第
だい

16回
かい

シノドスを準
じゅんび

備
しているローマのシノドス事

じむきょく

務局の人
ひと

たちも
来
き

ていました。日
にほん

本からは、女
じょせいしんと

性信徒の代
だいひょう

表
としてJ

じぇいえるえむえむ

LMM（旧
きゅうしょう

称：日
に ほ ん

本カトリック信
し ん と

徒
宣
せんきょうしゃかい

教者会）の辻
つじあけみ

明美さん、日
にほん

本司
しきょうだんかいちょう

教団会長の
菊
きくちすうききょう

地枢機卿、若
わか

い司
しさいだいひょう

祭代表として大
おおさかたかまつ

阪高松
教
きょうく

区の高
たかやましんぷ

山神父、そして私
わたし

はアジア大
たいりくべつ

陸別ス
テージ実

じっこういいん

行委員・文
ぶんしょさぎょう

書作業チーム東
ひがし

アジア
地
ちいきだいひょう

域代表として参
さんか

加しました。

第
だい

16回
かい

シノドス
　シノドス準

じゅんびいいんかい

備委員会において、委
いいん

員７名
めい

の
うち弘

ひ ろ た

田しずえ修
しゅうどうじょ

道女（べリス・メルセス
宣
せんきょう

教修
しゅうどうじょかい

道女会）が唯
ゆいいつ

一聖
せいしょくしゃいがい

職者以外から選
せんしゅつ

出
されました。シノドス参

さんかしゃ

加者は総
そうぜいやく

勢約400
名
めい

。投
とうひょうけん

票権保
ほゆうしゃ

有者が教
きょうこう

皇を含
ふく

め365名
めい

。その
うち司

しきょう

教ではない総
そうかい

会メンバー 70名
めい

に
投
とうひょうけん

票権が与
あた

えられました。（女
じょせい

性は54名
めい

）ま
た、教

きょうこうにんめい

皇任命メンバー 52名
めい

のうち、スペイ
ンの障

しょうがいしゃ

害者支
しえんだんたい

援団体代
だいひょう

表のエンリケ・アラル
コン・ガルシア氏

し

（男
だんせいしんと

性信徒）も投
とうひょうけん

票権
保
ほゆうしゃ

有者として参
さんか

加していました。
　第

だい

15回
かい

までは枢
すうききょう

機卿のみが担
にな

っていた
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議
ぎちょうだいり

長代理に、初
はじ

めて女
じょせい

性２名
めい

が任
にんめい

命され、そ
のうちの一

ひと り

人が私
わたし

でした。第
だい

16回
かい

シノドス
議
ぎちょうだいり

長代理は９名
めい

。議
ぎちょうだいり

長代理とは、シノドスの
議
ぎちょう

長である教
きょうこう

皇の代
か

わりに会
かいぎうんえい

議運営をおこな
う者
もの

で、コプト・カトリック教
きょうかい

会シノド会
かいちょう

長
（エジプト）や、枢

すうききょう

機卿、大
だいしきょう

司教、司
しきょう

教、
司
しさい

祭、修
しゅうどうじょ

道女が任
にんめい

命されました。

第
だい

16回
かい

シノドスのテーマ：ともに歩
あゆ

む教
きょうかい

会
のため　―交

まじ

わり・参
さんか

加・宣
せんきょう

教―
　話

はな

し合
あ

いのすべては「霊
れい

における会
かいわ

話」の
手
しゅほう

法で進
すす

められました。カトリック教
きょうかい

会の文
ぶんしょ

書
（第

だい

１会
かいき

期『討
とうぎようこう

議要綱』32項
こう

）は、「霊
れい

におけ
る会

かいわ

話」を「シノドス的
てき

（ともに歩
あゆ

む）手
しゅほう

法」
と呼

よ

んでいます。なぜ2021年
ねん

から2024年
ねん

ま
での長

なが

い期
きかん

間をかけておこなわれたのでしょ
うか？それは教

きょうこう

皇がすべての人
ひと

の意
いけ ん

見を聞
き

き
たかったからです。そのため、すべての人

ひと

に
シノドスのプロセスの参

さんか

加を呼
よ

びかけました。
　とくに2021年

ねん

から2022年
ねん

にかけておこ
なわれた「教

きょうく

区ステージ」においては、
小
しょうきょうく

教区レベル、共
きょうどうたい

同体レベルでの意
いけんちょうしゅ

見聴取が
おこなわれました。コロナ禍

か

ということや、
一
いちぶ

部の小
しょうきょうく

教区や教
きょうく

区ではそんなに積
せっきょくてき

極的にお
こなわれなかったこともあり、わたしを含

ふく

め
このような意

いけんちょうしゅ

見聴取がおこなわれていたこと
を知

し

らなかった方
かた

も多
おお

いようです。しかし、
教
きょうこう

皇が「すべての人
ひと

の意
いけ ん

見を聞
き

きたかった」
というときに、これはカトリック教

きょうかい

会に
積
せっきょくてき

極的に参
さんか

加している人
ひと

だけではなく、さま
ざまな理

りゆ う

由で教
きょうかい

会から離
はな

れてしまった方
かたがた

々、
教
きょうかい

会に傷
きず

つけられた方
かたがた

々、教
きょうかい

会に批
ひはんてき

判的な
方
かたがた

々、まったく興
きょうみ

味のない方
かたがた

々など、本
ほんとう

当に
できるだけ多

おお

くの方
かた

の意
いけ ん

見を聞
き

いてほしい、
ということでした。教

きょうこう

皇は、「どのようにし
たら、カトリック教

きょうかい

会はよりすべての人
ひと

とと
もに歩

あゆ

むことができると思
おも

いますか？誰
だれ

も
排
はいじょ

除せずに、どのようにしたら、すべての人
ひと

とともにより歩
あゆ

んでいくことができると思
おも

い
ますか？」ということについて、本

ほんとう

当に多
おお

く
の人
ひと

の意
いけ ん

見を聞
き

きたかったのです。そのため
に、長

なが

い期
きか ん

間かけておこなわれました。これ
は多

おお

くの時
とき

に「14億
おくにん

人の意
いけんちょうしゅ

見聴取」と呼
よ

ば
れています。カトリック信

しん と

徒が全
ぜんせかい

世界に14
億
おくにん

人いるからです。
　今

こんかい

回のシノドスのテーマのロゴには、
老
ろうにゃくなんにょ

若男女がいます。先
せんとう

頭に子
こ

ども、次
つぎ

に車
くるま

い
すに乗

の

った方
かた

、修
しゅうどうじょ

道女、親
おや こ

子、高
こうれいしゃ

齢者の方
かた

、
教
きょうかい

会の牧
ぼくしゃ

者と思
おも

われるミトラをかぶり杖
つえ

を持
も

っ
た方
かた

、若
わかもの

者と順
じゅん

に描
えが

かれています。先
せんとう

頭に立
た

っ
ているのは、牧

ぼくしゃ

者ではなく、子
こ

ども、障
しょうがいしゃ

害者の
方
かた

です。ともに助
たす

け合
あ

い、学
まな

び合
あ

い、歩
あゆ

んで
いく姿

すがた

こそ、「希
きぼう

望の巡
じゅんれいしゃ

礼者」としてわたした
ちがめざすものなのではないでしょうか。

シノドス第
だい

２会
かい き

期テーマ：宣
せんきょう

教するともに歩
あゆ

む教
きょうかい

会となるには
　教
きょうかい

会は、内
うちむ

向きで信
しん

じている人
ひと

たちだけの
集
あつ

まりではなく、神
かみ

の愛
あい

を生
い

き様
ざま

をとおして
証
あかし

し、伝
つた

えるための集
あつ

まりです。神
かみ

の愛
あい

を生
い

き、告
つ

げ知
し

らせる教
きょうかい

会となるには、どのよう
な構
こうぞう

造、意
いしきかいかく

識改革が必
ひつよう

要か、ということにつ
いてテーマごとに具

ぐたいてき

体的な話
はな

し合
あ

いがおこな
われました。話

はな

し合
あ

いの集
しゅうたいせい

大成として
最
さいしゅうぶんしょ

終文書が作
さくせい

成されました。

最
さいしゅうぶんしょ

終文書：「わたしたち」神
かみ

の民
たみ

に加
くわ

わった
教
きょうこう

皇
　シノドス後

ご

の使
しとてきかんこく

徒的勧告を発
はっぴょう

表せず、最
さいしゅう

終
文
ぶんしょ

書がそのまま採
さいたく

択されました。「最
さいしゅうぶんしょ

終文書」
は、これまでの「シノドス後

ご

の使
しとてきかんこく

徒的勧告」
に代

か

わる教
きょうどうしょく

導職の公
こうしきぶんしょ

式文書となります。
　教
きょうこう

皇が自
みずか

ら文
ぶんしょ

書を書
か

かずに《最
さいしゅうぶんしょ

終文書》を
そのまま採

さいたく

択するということは、実
じつ

に大
おお

きな
意
い み

味があると思
おも

います。教
きょうこう

皇は自
じぶ ん じ し ん

分自身もわ
たしたち「神

かみ

の民
たみ

」の一
いちいん

員として、14億
おくにん

人
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の意
いけんちょうしゅ

見聴取からすくい上
あ

げ、神
かみ

の民
たみ

が、とも
に神

かみ

さまの望
のぞ

みがなんであるのかを聞
き

き、と
もに祈

いの

り、ともに見
みきわ

極め、識
しきべつ

別したものをな
にも修

しゅうせい

正や加
くわ

えることなく「自
じぶん

分のもの」と
されたのです。このことは、これからの教

きょうかい

会
の歩

あゆ

みに大
おお

きな示
し さ

唆を与
あた

えています。

これから：地
ちほうきょうかい

方教会におけるシノドス流
りゅう

の
教
きょうかい

会づくりの具
ぐたいてき

体的な実
じっし

施の要
ようせい

請
　「最

さいしゅうぶんしょ

終文書」に記
しる

されていることを、
世
せかいじゅう

界中の教
きょうかい

会で具
ぐたいてき

体的に実
じ っ し

施に移
うつ

し、その
成
せい か

果を、2028年
ねん

10月
がつ

にバチカンで開
かいさい

催され
る教
きょうかいそうかい

会総会で評
ひょうか

価し合
あ

うことになります。
　シノドス総

そうかいかいぎ

会会議が長
なが

い期
きか ん

間かけて、カト
リック教

きょうかい

会がどのようにしてすべての人
ひと

とよ
りともに歩

あゆ

むことができるのか、ということ
について意

いけんちょうしゅ

見聴取をしました。これから
2028年

ねん

まで、わたしたちがどのように、よ
りともに歩

あゆ

んでいるのか、よりともに歩
あゆ

むた
めにどのようなことをおこなえばいいのか、
ともに話

はな

し合
あ

い実
じっこう

行するときです。そのため
に、わたしたち一

ひとり

人ひとりの協
きょうりょく

力が必
ひつよう

要です。

　第
だい

16回
かい

シノドスの《最
さいしゅうぶんしょ

終文書》は、キリス
ト者

しゃ

が神
かみ

の民
たみ

であり、信
しんこう

仰の感
かんかく

覚を与
あた

えられ
ており、さらには洗

せんれい

礼によって宣
せんきょう

教を生
い

きる
ようにと召

め

されており、洗
せんれい

礼から生
う

まれるミッ
ション（使

しめい

命）が、宣
せんきょう

教へとつながっている、
ということを明

めいかく

確に述
の

べています（22項
こう

）。
　また、第

だい

63項
こう

では、障
しょうがいしゃ

害者が教
きょうかい

会の生
せいかつ

活
と宣
せんきょう

教に参
さ ん か

加しやすくするために、教
きょうかい

会の
障
しょうがいしゃ

害者リサーチセンターのようなものの設
せつりつ

立
を提
ていあん

案しています。

　「霊
れい

における会
かい わ

話」は、第
だい

16回
かい

シノドスに
おいて重

じゅうよう

要な役
やくわり

割を果
は

たしました。全
ぜんたいかいぎ

体会議
および作

さぎょう

業グループすべてが、霊
れい

における
会
かい わ

話の手
しゅほう

法・心
こころがま

構えで行
おこな

われました。「霊
れい

に

おける会
かい わ

話」という言
い

い回
まわ

し自
じた い

体は、信
しんこう

仰、
宗
しゅうきょう

教、霊
れいせい

性に関
かん

する会
か い わ

話を指
さ

す一
いっぱんてき

般的な
意
い み

味で使
つか

われることもありますが、第
だい

16回
かい

シノドス（世
せかいだいひょう

界代表司
しきょうかいぎ

教会議）が始
はじ

まって
以
いこう

降、テーマに沿
そ

って発
はつげん

言し、積
せっきょくてき

極的に聞
き

く
こと、沈

ちんもく

黙をその間
あいだ

に取
と

り入
い

れること、グルー
プ内
ない

の聖
せいれい

霊の声
こえ

の見
みき わ

極めを数
すう

ステップ（通
つうじょう

常
は３ステップ）おこなうことを特

とくちょう

徴とする、
グループ対

たいわ

話の特
とくてい

定の方
ほうほう

法を指
さ

す言
こと ば

葉として
使
つか

われることが多
おお

くなってきています。
　「霊

れい

における会
かい わ

話」の通
つうじょう

常の３つのステッ
プは、「わたし（I

あい

）」、「あなた（Y
ゆ う

ou）」、「わ
たしたち（W

う ぃ

e）」のステップがあります。
　まず祈

いの

りのうちに個
こじんてき

人的に与
あた

えられたテー
マに対

たい

して自
じぶん

分の答
こた

えの準
じゅんび

備をすることから
始
はじ

まります。その後
あと

、グループのメンバーの
一
ひとり

人ひとりが祈
いの

りのうちに得
え

られたことを分
わ

かち合
あ

い、その発
はつげん

言を一
ひとり

人ひとりが注
ちゅういぶか

意深く
聞
き

くことに専
せんねん

念する「発
はつげん

言し、聞
き

く」第
だい

１ス
テップ「わたし（I

あい

）」をおこないます。
　そして、沈

ちんもく

黙のうちに祈
いの

った後
あと

、グループ
のメンバー一

ひとり

人ひとりが第
だい

１ステップで聞
き

い
たこと、そして沈

ちんもく

黙の祈
いの

りのうちに思
おも

い巡
めぐ

ら
したことを分

わ

かち合
あ

う、「他
たし ゃ

者と神
かみ

にスペー
スを開

ひら

く」第
だい

２ステップ「あなた（Y
ゆ う

ou）」
をおこないます。そして、沈

ちんもく

黙のうちに祈
いの

っ
た後

あと

に第
だい

３ステップをおこないます。
　第
だい

３ステップは、聖
せいれい

霊の導
みちび

きのもとに、グ
ループとして浮

う

かび上
あ

がった一
いっ ち

致している
部
ぶ ぶ ん

分、一
い っ ち

致しがたい部
ぶ ぶ ん

分や新
あら

たな発
はっけんなど

見等、
重
じゅうよう

要なポイントを明
あき

らかにして、共
きょうどうしきべつ

同識別、
共
きょうどうさぎょう

同作業をおこないます。
　「霊

れい

における会
かい わ

話」の方
ほうほう

法はすべての人
ひと

に
開
ひら

かれたものです。特
とくてい

定の人
ひと

のものではあり
ません。この手

しゅほう

法によって、平
びょうどう

等に発
はつげん

言する
機
きかい

会と、こころ静
しず

かに相
あいて

手の話
はなし

を聞
き

く機
きか い

会が
与
あた

えられています。ローマのシノドスでは、
高
こういせいしょくしゃ

位聖職者である枢
すうききょう

機卿、大
だいしきょう

司教、司
しきょう

教、そ
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して聖
せいしょくしゃ

職者である司
しさい

祭、助
じょさい

祭、教
きょうかい

会で預
よげんてき

言的
な働
はたら

きをする奉
ほうけんせいかつしゃ

献生活者や宣
せんきょうしゃ

教者、教
きょうかい

会の
主
しゅじんこう

人公である信
し ん と

徒、さらに他
たきょうかい

教会の人
ひとびと

々、
男
だんせい

性であれ、女
じょせい

性であれ、高
こうれいしゃ

齢者であれ、
青
せいねん

年であれ、みなが同
おな

じテーマ、同
おな

じ時
じか ん

間が
与
あた

えられ、同
おな

じテーブルで交
まじ

わりながら分
わ

か
ち合

あ

うことができました。
　カトリック教

きょうかい

会では、このようにさまざま
な立

たちば

場の人
ひと

が同
おな

じテーブルで分
わ

かち合
あ

うこと
は、これまでほとんどなかったと思

おも

います。
そのため、お互

たが

いが理
りかい

解し合
あ

えず、お互
たが

いに
傷
きず

ついている側
そくめん

面もありました。この手
しゅほう

法を
実
じっせん

践しながら、実
じっさい

際に様
さまざま

々な現
げんば

場で取
と

り入
い

れ
ることによって、少

すこ

しずつわたしたちが「と
もに歩

あゆ

む（シノドス的
てき

）」存
そんざい

在になっていく
のではないでしょうか。
　「霊

れい

における会
かい わ

話」はわたしたちに、自
じぶ ん

分
の目

め

の前
まえ

にいる人
ひと

の話
はなし

を敬
けい い

意をもって「聞
き

く」
こと、自

じぶん

分も発
はつげん

言し最
さいご

後まで話
はなし

を聞
き

いてもら
うこと、たとえ意

いけん

見が異
こと

なっていても「尊
そんちょう

重
しながら賛

さんせい

成しない」やり方
かた

を学
まな

ぶことを教
おし

えてくれていると思
おも

います。また沈
ちんもく

黙のうち
に思

おも

い巡
めぐ

らす時
じ か ん

間を設
もう

けることによって、
自
じぶん

分の考
かんが

えや感
かんじょう

情について立
た

ち止
と

まる時
じかん

間が
与
あた

えられ、そして相
あいて

手のことも考
かんが

える時
じかん

間が
与
あた

えられ、ある種
しゅ

の「アンガーマネジメント」
の効

こうか

果もあるのではないでしょうか。
　「霊

れい

における会
かい わ

話」の手
しゅほう

法は、話
はな

し合
あ

いの
やり方

かた

にとどまらず、人
ひとびと

々とのかかわりのな
かでの大

たいせつ

切な態
たいど

度、あり方
かた

のように思
おも

います。
とくに身

みぢか

近な人
ひと

とのかかわりにおいて、相
あいて

手
の話
はなし

を最
さい ご

後まで聞
き

かずに話
はなし

をさえぎって自
じぶん

分
が話

はな

したりするとき、賛
さんせい

成しない意
いけん

見を聞
き

く
ときなど、「我

が

」がでるときに、聞
き

くこと、
内
ないてき

的な沈
ちんもく

黙のうちにイエスのまなざしを探
さが

し
求
もと

め、かかわりをもつことは大
たいせつ

切だと思
おも

いま
す。ひいてはこのような態

たいど

度が神
かみ

さまの愛
あい

を
証
あか

しする宣
せんきょうしゃ

教者の姿
すがた

なのかもしれません。

　これはカトリック信
しんじゃ

者のみならず、わたし
たちが人

ひと

として本
ほんしつてき

質的に大
たいせつ

切な生
い

き方
かた

、人
ひと

と
の関
かか

わり方
かた

のように思
おも

います。
　ぜひ、みなさんも自

じぶん

分たちの共
きょうどうたい

同体や家
かてい

庭
でおこなってみてください。
　（「霊

れい

における会
かいわ

話」については、カトリッ
ク中
ちゅうおうきょうぎかい

央協議会のホームページのシノドスハン
ドブックなどに詳

くわ

しく紹
しょうかい

介されていますので
ご参
さんしょう

照ください）

2024年
ねん
カ障
しょうれん
連セミナー報

ほうこく
告

能
のと は ん と う じ し ん
登半島地震の報

ほうこく
告

（パート２）

事
じむきょくちょう

務局長　小
こいけ

池　政
まさお

男

災
さいがいじ

害時の障
しょうがい

害のある人
ひと

の状
じょうきょう

況

　前
まえ

に大
おおさか

阪高
たかまつきょうく

松教区の片
かたおかよしひろ

岡義博神
しんぷさま

父様の報
ほうこく

告
をさせて頂

いただ

いた。今
こんかい

回は、「きょうされん
能
の と は ん と う じ し ん

登半島地震対
たいさくほん ぶ

策本部」の事
じむきょくちょう

務局長の
大
お お の た け し し

野健志氏の講
こうえんないよう

演内容を小
こいけ

池が要
ようやく

約して掲
けいさい

載
させて頂

いただ

く。

◆講
こうしりゃくれき

師略歴：大
おおの

野　健
たけし

志　氏
し

「名
な ご や し な か が わ

古屋市中川
区
く

・社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人さくらんぼの会
かい

」理
り じ

事。
能
の と じ し ん は っ せ い じ

登地震発生時より当
とうかい

会のセミナーまでの
間
あいだいしかわけん

石川県に19回
かい

にわたり支
しえんかつどう

援活動をする。
本
ほんこうえん

講演では活
かつどう

動の際
さい

に氏
し

が感
かん

じたことを中
ちゅうしん

心
にお話

はな

しくださった。

１．災
さいがいじ

害時の障
しょうがいしゃ

害者の現
げんじょう

状
　東

ひがしにほんだいしんさいじ

日本大震災時には、全
ぜんしぼうしゃ

死亡者のうち、
障
しょうがい

害のある人
ひと

の死
しぼうりつ

亡率が一
いっぱん

般の方
かた

の２倍
ばい

とい
う事

じじつ

実が調
ちょうさ

査によって明
あき

らかになった。また、
障
しょうがいしゃてちょう

害者手帳を持
も

っていた人
ひと

の関
かんれんししゃすう

連死者数は、
一
いっぱん

般の人
ひと

の２～３倍
ばい

であったことも分
わ

かった。

12



　そこで「日
にほんしょうがい

本障害フォーラム」（J
じぇいでぃーえふ

D F）
として初

はじ

めて災
さいがいしえん

害支援を行
おこな

い、岩
いわてけん

手県の
陸
りくぜんたかたし

前高田市と福
ふくしまけん

島県の南
みなみそうまし

相馬市では、障
しょうがい

害の
ある人

ひと

の訪
ほうもんちょうさ

問調査と生
せいかつしえん

活支援が行
おこな

われた。
行
ぎょうせい

政として個
こじんじょうほう

人情報を開
かいじ

示することは難
むずか

しい
と思

おも

うが、障
しょうがいしゃ

害者の支
しえん

援をするためにはどう
しても個

こじんじょうほう

人情報が要
い

る。情
じょうほうかいじ

報開示はこうした
ときには有

ゆうこう

効な手
しゅだん

段となりえる。
　熊

くまもとじしん

本地震では、J
じぇいでぃーえふ

D Fが「日
にほんそうだんしえん

本相談支援
専
せんもんきょうかい

門協会」とともに取
と

り組
く

んだ訪
ほうもんちょうさ

問調査の中
なか

で、「障
しょうがい

害のある人
ひと

の貧
ひんこん

困」が浮
う

かび上
あ

がった。
障
しょうがいしゃ

害者の住
す

まいは古
ふる

く、地
じしんはっせいご

震発生後には応
おうきゅう

急
危
きけんどはんてい

険度判定で赤
あかがみ

紙の「危
きけん

険」と判
はんてい

定される住
す

まいが多
おお

くあった。J
じぇいでぃーえふ

D Fは「被
ひさいちしょうがいしゃ

災地障害者
センターくまもと」と連

れんけい

携して動
うご

いた。その
結
け っ か

果、熊
くまもとし

本市が「S
えすおーえす

OSチラシ」を市
しないすべ

内全て
の障
しょうがいしゃてちょう

害者手帳保
ほ じ し ゃ

持者（約
やく

500名
めい

）に郵
ゆうそう

送した
おかげで生

せいかつしえん

活支援に取
と

り組
く

むことが出
で き

来た。
　以
いじょう

上のように災
さいがいじ

害時、障
しょうがい

害のある人
ひとびと

々はさ
まざまな困

こんなん

難を抱
かか

えている。行
ぎょうせい

政が災
さいがい

害に備
そな

えて使
つか

っているキーワードに「自
じじ ょ

助・共
きょうじょ

助・
公
こうじょ

助」があるが、障
しょうがいしゃ

害者にとって自
じじょ

助は難
むずか

し
いことだ。障

しょうがいしゃ

害者は、普
ふ だ ん

段から「いかに
共
きょうじょ

助・公
こうじょ

助の手
しゅだん

段を増
ふ

やしておくかが生
せいめい

命を
守
まも

るために最
もっと

も大
たいせつ

切なことだ」と訴
うった

えている。
　共
きょうじょ

助を増
ふ

やすためには、日
ひご ろ

頃の町
ちょうないかい

内会の
行
ぎょうじ

事に参
さん か

加するなどして顔
かお

を知
し

ってもらうこ
と、民

みんせいいいん

生委員とのつながりを深
ふか

めておくこと、
障
しょうがいしゃ

害者団
だんたいとう

体等へのつながりを深
ふか

めておくこと
が 大

たいせつ

切 だ。 公
こうじょ

助 を 増
ふ

や す た め に は、
毎
まいとしていきてき

年定期的に行
ぎょうせい

政や議
ぎいん

員との話
はな

し合
あ

う場
ば

を持
も

ち、障
しょうがい

害のある人
ひと

の災
さいがいじ

害時の困
こんなん

難さを伝
つた

える
こと、要

ようぼうしょ

望書を提
ていしゅつ

出しておくことも大
たいせつ

切である。

２．能
の と じ し ん

登地震について
　１月

がつ

１日
にち

16時
じ

10分
ぷん

震
し ん ど

度７という大
おお

きな
地
じしんはっせい

震発生。日
にちぼつ

没は16時
じ

45分
ふん

、すぐ夜
よる

になっ
た。能

の と

登の１月
がつ

の寒
さむ

さは被
ひさいしゃ

災者にとって大
たいへん

変

なことだったと推
すいさつ

察される。４月
がつ

22日
にち

のデー
ターによると死

し し ゃ

者245人
にん

（関
かんれ ん し

連死15人
にん

）。
指
して い ひ な ん じ ょ

定避難所への避
ひなんしゃ

難者は約
やく

5,200人
にん

、その
他
ほ か し ん せ き と う

親 戚 等 へ の 避
ひ な ん し ゃ や く

難 者 約7,800人
にん

、
車
しゃちゅうはくひなんしゃやく

中泊避難者約140人
にん

。自
じ た く ひ な ん や く

宅避難約5,000
人
にん

。仮
かせつじゅうたく

設住宅の要
ようぼう

望は約
やく

6,600戸
こ

に対
たい

して
着
ちゃっこうやく

工約5,400戸
こ

、完
かんせいやく

成約2,000戸
こ

（要
ようぼう

望の約
やく

30％）で、断
だんすいやく

水約7,900戸
こ

、家
かおくひがいやく

屋被害約7,600
戸
こ

。特
とく

に被
ひ が い

害が多
おお

かったのは奥
お く の と

能登の
輪
わ じ ま し

島 市、 珠
す ず し

洲 市、 能
の と ち ょ う

登 町、 穴
あなみずまち

水 町。
障
しょうがいしゃてちょう

害者手帳保
ほ じ し ゃ や く

持者約4,500人
にん

、避
ひなんこうどう

難行動
要
ようしえんしゃ

支援者要
ようぼうしゃ

望者は約
やく

9,500人
にん

であった。

３．「きょうされん」としての支
しえんじょうきょう

援状況
　きょうされん石

い し か わ し ぶ

川支部は会
かいいん

員が10人
にん

いる
が、今

こんかい

回はそのうち４人
にん

について紹
しょうかい

介する。
（１）中

なかの と ま ち

能登町の「相
そうだんしえん

談支援事
じぎょうじょ

業所なんでも」
　責

せきにんしゃ

任者の木
きた に

谷さんは七
な な お し

尾市の自
じた く

宅で被
ひ さ い

災
し、１月

がつ

３日
にち

から利
りようしゃ

用者の安
あんぴかくにん

否確認を開
かい し

始。
輪
わ じ ま し

島市のある利
りようしゃ

用者は家
いえ

が倒
とうかい

壊し薬
くすり

を取
と

り出
だ

せずパニックになった。オンライン診
しんだん

断はで
きたが６日

にちかん

間は服
ふくよ う で き

用出来なかったとの事
じれい

例が
報
ほうこく

告された。
（２）七

な な お し

尾市の「ゆうの丘
おか

」
　建
たてもの

物は地
じばん ち ん か

盤沈下して玄
げんかん

関も段
だんさ

差が出
で き

来てし
まった。作

さぎょう

業で使
しよう

用していた空
あ

き缶
かん

つぶし機
き

が壊
こわ

れてしまい、きょうされんの助
じょせいきん

成金で
購
こうにゅうてつづ

入手続き中
ちゅう

。原
げんぼく

木しいたけを乾
かんそう

燥させる
小
こ や

屋 が 損
そんかい

壊 し、 雨
あ ま も

漏 り す る 状
じょうきょう

況 も、
A
えいえいあーるじゃぱん

ARJapan（難
なんみん

民を助
たす

ける会
かい

）の助
じょせい

成を受
う

け
て復
ふっきゅうちゅう

旧中である。A
えいえいあーるじゃぱん

ARJapanからはこの他
ほか

に
洗
せんたくき

濯機、乾
かんそうき

燥機、掃
そうじきなどじょせい

除機等助成を頂
いただ

いた。
（３）輪

わ じ ま し

島市の「あすなろふたば　ぱいんの
会
かい

」
　就
しゅうろうけいぞくしえん

労継続支援Ｂ
びー

型
がたじぎょうしょ

事業所は仕
しごと

事がコーヒー
豆
まめ

の焙
ばいせん

煎と内
ないしょく

職だったがその室
しつない

内はぐちゃぐ
ちゃ、２階

かい

の窓
まど

は割
わ

れた。利
りようしゃ

用者の安
あんぴかくにん

否確認
を電

でんわ

話で行
い

ったが、なかなか把
はあく

握することが
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出
で き

来ず、自
じ た く

宅を訪
ほうもん

問しようとしても道
どう ろ

路が
破
は そ ん

損していて、回
まわ

ることが困
こんなん

難だった。
利
りようしゃ

用者のなかには、避
ひなんじょまた

難所又は市
しがい

外に避
ひなん

難し
ていた人

ひと

もいた。また作
さぎょうじょ

業所は断
だんすい

水、
下
げすいかんはそん

水管破損で２ヶ月
げつかん

間トイレが使
つか

えない状
じょうたい

態
だった。職

しょくいん

員の中
なか

には、自
じたく

宅が倒
とうかい

壊の危
きけん

険が
あるためガレージで介

かいご

護の必
ひつよう

要な両
りょうしん

親と生
せいかつ

活
している人

ひと

もいた。余
よしん

震が怖
こわ

く、ガレージの
シャッターを開

あ

けてブルーシートのみを貼
は

っ
ていたため、厳

きび

しい寒
さむ

さの中
なか

で生
せいかつ

活をせざる
を得

え

なかった。断
だんすいちゅう

水中は、近
ちか

くの病
びょういん

院の仮
かせ つ

設
トイレを使

つか

わせてもらい、生
せいかつすい

活水は山
さんすい

水を
利
りよう

用していた。利
りようしゃ

用者の一
ひとり

人は地
じしん

震が発
はっせい

生し
た時

とき

に津
つ な み

波が来
く

るので高
たかだい

台に逃
に

げた後
あと

、
中
ちゅうがっこう

学校に避
ひなん

難したが、寒
さむ

くて眠
ねむ

ることが出
で き

来
なかった。その時

とき

はその避
ひなんじょ

難所でもインフル
エンザとコロナが発

はっせい

生しており隔
か く り べ や

離部屋で過
す

ごした。
（４）珠

す ず し

洲市の「社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人すず椿
つばき

」
　地

じしんはっせいちょくご

震発生直後から１月
がつまつ

末まで避
ひなんじょ

難所として
場
ばし ょ

所を提
ていきょう

供。そして２月
がつ

５日
にち

から通
つうしょじぎょう

所事業を
再
さいかい

開した。地
じしんはっせいご

震発生後の通
つうしょりようりつ

所利用率は下
さ

がっ
たが、逆

ぎゃく

にグループホームの利
りようしゃ

用者は増
ふ

えた。
その背

はいけい

景は利
りようしゃ

用者の家
かおくとうかい

屋倒壊や津
つなみ

波によるも
のだった。職

しょくいん

員の中
なか

でもかなりの人
ひと

が家
かおくとうかい

屋倒壊
により移

いじゅう

住し、退
たいしょく

職を余
よ ぎ

儀なくされた。

４．障
しょうがいしゃ

害者への個
こべつ し え ん

別支援
（１）震

しんさいご

災後に障
しょうがいふくしせいど

害福祉制度につながった
事
じれい

例
　精
せいしんしょうがいしゃ

神障害者の男
だんせい

性とその妹
いもうと

さんが避
ひなんじょ

難所に
来
こ

られ、そこの相
そうだんいん

談員が気
き

になって自
じた く

宅を
訪
ほうもん

問したら、室
しつない

内が被
ひ さ い じ

災時のままの状
じょうたい

態だっ
た。「ゴミはいつもゴミ袋

ぶくろ

に入
い

れるが、持
も

っ
ていくと周

まわ

りの人
ひと

から変
へん

な目
め

で見
み

られるので
はと思

おも

い、ゴミを出
だ

すことが出
で き

来なかった。」
と話
はな

されていた。きょうされんとA
えいえいあーるじゃぱん

ARJapan
で室
しつない

内のゴミを軽
けい

トラで６回
かいはんしゅつ

搬出。その後
あと

は

義
ぎえんきん

援金の手
てつづ

続きに前
まえむ

向きになった。このよう
に今
いま

まで障
しょうがいふくしせいど

害福祉制度に繋
つな

がっていなかった
人
ひと

が、避
ひなんじょ

難所に来
く

ることにより把
は あ く

握され、
支
しえ ん

援を受
う

けるケースは、東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災でも
熊
くまもとじしん

本地震でもかなりあったと言
い

われている。
（２）視

しかくしょうがい

覚障害のある女
じょせい

性の事
じれい

例
　温
おんせんりょかん

泉旅館でのマッサージを仕
しごと

事にしていた
が、「震

しんさい

災 で仕
し ご と

事 がなくなり、さらに
精
せいしんしょうがい

神障害の息
むすこ

子もおり困
こま

っている」と連
れんらく

絡を
受
う

けたので、きょうされんとAARJapanで
連
れんけい

携して食
しょくりょうひんとう

料品等の支
しえん ぶ っ し

援物資を届
とど

け、大
たいへんよろこ

変喜
ばれた。水

すいどう

道に砂
すな

が混
ま

ざって飲
の

めないという
問
もんだい

題のほか、女
じょせいとくゆう

性特有の課
か だ い

題もあり、
女
じょせいしえんいん

性支援員が訪
ほうもん

問することとなった。

５．トイレ問
もんだい

題
　トイレは水

みず

が無
な

くては流
なが

せないし、水
みず

が出
で

ても下
げすいかん

水管が破
はそん

損していれば流
なが

れないので使
つか

えない。特
とく

に珠
す ず し

洲市は殆
ほとん

どの上
じょうげすいどう

下水道か破
はそん

損
して使

し よ う

用できず、今
いま

も復
ふっきゅうでき

旧出来ていない。
修
しゅうり

理できる業
ぎょうしゃ

者もいない。さらに行
ぎょうせい

政の
上
じょうげすいどう

下水道が復
ふっきゅう

旧しても自
じたくない

宅内の上
じょうげすいどう

下水道を
自
じ ひ

費で修
しゅうぜん

繕しなければ使
つか

えないという大
たいへん

変な
状
じょうきょう

況。近
ちか

くのコンビニ等
など

でもトイレが使
つか

え
ないために、仮

かせつ

設トイレを探
さが

して使
しよう

用するし
かなく、トイレ問

もんだい

題の深
しんこく

刻さが浮
う

かび上
あ

がっ
てきた。特

とく

に車
くるまいすよう

椅子用トイレは数
かず

が少
すく

なくさ
らに大

たいへん

変。簡
かんいてき

易的な自
じまえ

前のポータブルトイレ
を各

か く じ

自が用
よ う い

意しておくか、行
ぎょうせい

政に事
じ ぜ ん

前に
各
かくふくししせつとう

福祉施設等へ配
はいふ

布しておいてもらえるよう
に要
ようせい

請しておく必
ひつよう

要がある。

６．「きょうされん」の防
ぼうさい

災の取
とりく

組み
　きょされんの防

ぼうさい

災の取
とりくみ

組は災
さいがいたいさく

害対策プロ
ジェクトチームを立

た

ち上
あ

げて、以
い か

下の５点
てん

に
ついて取

と

り組
く

んでいる。
（１）要

ようりょう

領・マニュアル等
など

の改
かいてい

定
（２）A

えいえいあーるじゃぱん

ARJapanとの共
きょうどうきかく

同企画
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　「ジャパンプラットフォーム」（J
じぇいぴーえふ

P F）か
ら補

ほじょ

助を受
う

けて、災
さいがい

害に備
そな

えるための「未
みらい

来
カフェ」を開

かいさい

催している。
未
みらい

来カフェの2024 ～ 25年
ねん ど

度の取
とりく

組み：
第
だい

１回
かい

　７月
がつ

25日
にち

「地
ちきゅうふっとうか

球沸騰化の問
もんだい

題」、
第
だい

２回
かい

　11月
がつ

21日
にち

「原
げんぱつ

発の問
もんだい

題」、
第
だい

３回
かい

　�２月
がつ

27日
にち

「能
の と は ん と う じ し ん

登半島地震」現
げん ち

地で
の開

かいさい

催。
（３）内

ないかくふ

閣府に提
ていしゅつ

出する要
ようぼうしょ

望書の作
さくせい

成
　①避

ひ な ん し え ん め い ぼ

難支援名簿、②個
こべつ ひ な ん け い か く

別避難計画、③
避
ひなんじょ

難所、④福
ふくしひなんじょ

祉避難所、⑤仮
かせつじゅうたく

設住宅の５点
てん

つ
いて作

さくせい

成を進
すす

め、内
ないかくふ

閣府と調
ちょうせい

整している。
（４）ホームページの災

さいがいかんれん

害関連の集
しゅうやく

約
（５）福

ふくしまけんみなみそうま

島県南相馬チームの状
じょうきょうきょうゆう

況共有と協
きょうりょく

力
　その他

ほか

の取
とり く

組みとして、時
とき

が過
す

ぎると忘
わす

れ
去
さ

られてしまいがちなため、色
いろいろ

々な工
くふう

夫に取
と

り組
く

んでいる。①災
さいがいたいさく

害対策プロジェクトチー
ムの取

とりく

組み　②東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災として「満
まんてん

点の
星
ほしぞら

空」「鎮
ちんこん

魂から復
ふっこう

興へ」「10年
ね ん め

目の真
しんじつ

実」
の本
ほん

を発
はっこう

行。③きょうされん40周
しゅうねんきねんえいが

年記念映画
「星

ほし

の語
かた

りて～ S
すたーりー

tarry S
すかい

ky ～」（脚
きゃくほん

本：山
やまもと

本
おさむ、監

かんとく

督：松
まつもとゆるぐ

本動）を作
さくせい

成。全
ぜんこくかくち

国各地で
上
じょうえい

映し、D
でぃーゔぃーでぃー

V Dの販
はんばい

売も行
おこな

っている。また
今
こんかい

回のように、他
た

の各
かくだんたい

団体や法
ほうじんとう

人等に説
せつめい

明を
続
つづ

けていくことが「忘
わす

れない」「備
そな

える」た
めに必

ひつよう

要だと思
おも

っている。

７�．「愛
あいちしょうがいしゃ

知障害者フォーラム」の防
ぼうさい

災の取
とり く

組
み
　「愛

あいちしょうがい

知障害フォーラム」は、J
じぇいでぃーえふ

D Fの
愛
あいちけんばん

知県版で2008年
ねん

に結
けっせい

成され、愛
あい ち け ん か

知県下の
障
しょうがいしゃかんけい

害者関係の25団
だんたい

体で活
かつどう

動している。
毎
まいとしあいちけん

年愛知県に対
たい

して「防
ぼうさい

災・災
さいがい

害」に関
かん

する
要
ようぼうしょ

望書を提
ていしゅつ

出している。その内
ないよう

容は
（１）�避

ひなんじょ

難所のバリアフリーの実
じったいはあく

体把握や
福
ふくしひなんじょ

祉避難所に関
かん

する実
じったいはあく

態把握
（２）避

ひなんこうどうようしえんめいぼ

難行動要支援名簿について
　自

じ ち た い

治体ごとに名
めいぼけいさい

簿掲載の範
はんい

囲が違
ちが

うので、

愛
あいちけん

知県として掲
けいさいたいしょうしゃ

載対象者の範
はんい

囲のガイドライン
を障
しょうがいしゃなど

害者等も含
ふく

めて作
さくせい

成するよう求
もと

めている。
　日

にほん

本は数
すうねん

年おきに大
おお

きな地
じしん

震が発
はっせい

生してい
る。 今

こ ん ご

後「 南
なんかい

海 ト ラ フ 巨
き ょ だ い じ し ん

大 地 震 」、
「首

しゅとちょっかがたじしん

都直下型地震」が予
よそう

想されているために、
何
い つ

時、何
ど こ

処で大
おお

きな地
じしん

震が起
お

きるか分
わ

からな
い状
じょうきょう

況になっている。防
ぼうさいたいさく

災対策を各
かくじ

自が行
い

っ
ておくことだけではなく、支

しえんだんたい

援団体を把
はあく

握し
交
こうりゅう

流を深
ふか

めておくことと行
ぎょうせい

政に対
たい

しても事
じぜん

前
にコミュニケーションを取

と

っておくことが
大
たいせつ

切である。

８．さいごに
　今

こんかい

回 の 能
の と は ん と う

登 半 島の地
じ し ん

震 は「障
しょうがいしゃ

害 者
権
けんりじょうやく

利条約」が示
しめ

されて初
はじ

めての大
だいきぼさいがい

規模災害と
なった。特

とく

に「障
しょうがいしゃけんりじょうやく

害者権利条約」第
だい

11条
じょう

の
「国

くに

は危
き け ん

険な状
じょうたい

態（武
ぶりょくふんそう

力紛争、人
じんどうじょう

道上の
緊
きんきゅうじたいおよ

急事態及び自
しぜんさいがい

然災害の発
はっせい

生を含
ふく

む）におい
て障
しょうがいしゃ

害者の保
ほ ご お よ

護及び安
あんぜん

全を確
かくほ

保するための全
すべ

ての必
ひつよう

要な措
そ ち

置をとる」をベースに社
しゃかい

会モデ
ル・人

じんけん

権モデルの視
してん

点を持
も

ちながら「きょう
されん」として支

しえんかつどう

援活動を行
おこな

っていく。被
ひさい

災
を受

う

けた障
しょうがいしゃ

害者や家
かぞく

族に寄
よ

りそって一
ひとり ひ と り

人一人
が出

で き

来ること、団
だんたい

体として出
で き

来ることに皆
みな

さ
んで共

とも

に取
と

り組
く

んでいこうと呼
よ

びかけた。
＊　＊　＊　＊　＊

　以
いじょう

上、大
おおの

野さんの講
こうわ

話と配
はいふ

布された資
しりょう

料を
もとに報

ほうこく

告しました。障
しょうがいしゃ

害者にとって「きょ
うされん」がとても大

たいせつ

切な支
しえんだんたい

援団体であるこ
とがわかり感

かんどう

動した。障
しょうがいしゃ

害者が日
ひ ご ろ

頃から
支
しえんだんたい

援団体や行
ぎょうせい

政と交
こうりゅう

流を図
はか

っておくことが、
大
たいせつ

切な命
いのち

を守
まも

る大
おお

きな分
ぶんきてん

岐点になることを強
つよ

く感
かん

じた。さらにいざ地
じしんとう

震等が発
はっせい

生した場
ばあい

合
に、何

なに

が問
もんだい

題なのかを細
こま

かく教
おし

えて頂
いただ

いた。
個
こじん

人だけではどうすることも出
で き

来ない場
ばあい

合も
多
おお

いので、きょうされん等
などかくしゅ

各種の支
しえんだんたい

援団体を
把
はあく

握しておくこと、行
ぎょうせい

政へアプローチするこ
との必

ひつようせい

要性を強
つよ

く感
かん

じた講
こうえん

演だった。感
かんしゃ

謝。
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連
れんらくさきおよ

絡先及びご入
にゅうかい

会の申
もう

し込
こ

み先
さき

事
じ

務
む

局
きょく

：〒466-0037　名
な ご や し

古屋市昭
しょうわく

和区恵
えほ う

方町
ちょう

2-15
　　　　　名

な ご や

古屋教
きょうく

区カリタス福
ふくしいいんかいしつない

祉委員会室内
　　　　　日

にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会
　　　　　Tel：052-852-1426　Fax：052-852-1422

郵
ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう

座
ざ

番
ばんごう

号：0 0 1 0 0 - 7 - 3 1 2 5 4
（同
どうふう

封の振
ふりこみ

込用
よう し

紙をご利
りよう

用ください）

会
かい

　　費
ひ

：年
ねんかん

間１口
くち

　1,000円
えん

　　　　　（団
だんたい

体　10口
くち

以
いじょう

上　個
こじ ん

人　１口
くち

以
いじょう

上）

加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

2029年
ねん

カ障
しょうれんふくおかたいかい

連福岡大会に思
おも

いをのせて：

教
きょうかい

会の「見
み

えない壁
かべ

」を
乗
の

り越
こ

える
アルバの会

かい

　会
かいちょう

長　春
はるきゆういちろう

木雄一朗

　2029年
ねん

のカ障
しょうれんふくおかたいかい

連福岡大会に向
む

け、準
じゅんび

備が
静
しず

かに進
すす

んでいます。来
らいねんかいさい

年開催される
名
な ご や た い か い

古屋大会を前
まえ

に、関
かんけいしゃ

係者の間
あいだ

では熱
ねつい

意が高
たか

まっていますが、開
かいさいち

催地である九
きゅうしゅう

州では、ま
だ実
じっかん

感が薄
うす

いのが正
しょうじき

直なところかもしれませ
ん。
　この背

はいけい

景には、「教
きょうかい

会に『障
しょうがいしゃ

害者』の姿
すがた

は
多
おお

くない」という、目
め

を背
そむ

けてはならない
現
げんじつ

実があります。これは、障
しょうがい

害を持
も

つ方
かたがた

々が
教
きょうかい

会に来
き

たくても来
こ

られない、無
む し

視できない
「見

み

えない壁
かべ

」が存
そんざい

在していることを示
し さ

唆し
ています。
　視

しかく

覚、聴
ちょうかく

覚、精
せいしん

神、身
しんたい

体など、様
さまざま

々な障
しょうがい

害
を持

も

つ人
ひとびと

々が、それぞれ人
ひとし

知れぬ困
こんなん

難を抱
かか

え
て生

せいかつ

活しています。日
にほ ん

本には約
やく

900万
まんにん

人もの
障
しょうがいしゃ

害者がおられると言
い

われていますが、もち
ろんその全

すべ

てがカトリック信
しんじゃ

者というわけで
はありません。しかし、超

ちょうこうれいしゃかい

高齢社会の進
しんてん

展に
伴
ともな

い、高
こうれいしゃ

齢者、そして障
しょうがい

害のある高
こうれいしゃ

齢者が
今
こん ご

後も増
ふ

え続
つづ

けることは容
よう い

易に想
そうぞう

像できま
す。この巨

きょだい

大な人
じんこうそう

口層に対
たい

し、教
きょうかい

会の門
もん こ

戸は
十
じゅうぶん

分に開
ひら

かれているでしょうか。

長
ながねんほうち

年放置されてきた、目
め

を背
そむ

けてはならない
事
じじつ

実
　教
きょうかい

会で障
しょうがい

害を持
も

つ方
かたがた

々を見
み

かけないという
問
もんだい

題は、もはや看
かんか

過できない、深
しんこく

刻な課
かだい

題で
す。司

しさい

祭や信
しんじゃ

者の減
げんしょう

少など、教
きょうかい

会を取
と

り巻
ま

く
状
じょうきょう

況が厳
きび

しさを増
ま

す一
いっぽう

方の今
いま

、このままで
は、教

きょうかい

会は大
だいたすう

多数の障
しょうがいしゃ

害者にとって、永
えいえん

遠に
遠
とお

い、無
むえん

縁の存
そんざい

在になりかねません。

　カ障
しょうれん

連（カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会）は
40年

ねんいじょう

以上の歴
れき し

史を持
も

ち、障
しょうがい

害を持
も

つ信
しんじゃ

者や
ボランティアとの全

ぜんこくてき

国的なつながりを持
も

って
います。2029年

ねん

の福
ふくおかたいかい

岡大会を成
せいこう

功させるた
めには、多

おお

くの人
ひとびと

々の協
きょうりょく

力と何
なに

よりも真
しんし

摯な
祈
いの

りが不
ふ か け つ

可欠です。しかし、大
たいかい

会の成
せいこう

功は、
単
たん

に参
さんかにんずう

加人数の多
た か

寡では測
はか

れません。

大
たいせつ

切なのは、教
きょうかい

会の「外
そと

」に目
め

を向
む

けること
　本

ほんとう

当に大
たいせつ

切なのは、「いるべき場
ばし ょ

所にいな
い」、つまり教

きょうかい

会に来
く

ることさえも諦
あきら

めてし
まっている障

しょうがい

害を持
も

つ人
ひとびと

々に、心
こころ

からの関
かんしん

心
を向

む

けることです。彼
かれ

らの存
そんざい

在と声
こえ

を、まず
知
し

ろうとすることから始
はじ

めなければなりませ
ん。
　2029年

ねん

のカ障
しょうれんたいかい

連大会が、「教
きょうかい

会に来
こ

られな
い」という見

み

えない壁
かべ

を打
う

ち破
やぶ

る決
けっていてき

定的な
きっかけとなり、障

しょうがい

害を持
も

つすべての人
ひと

と
教
きょうかい

会を強
つよ

く結
むす

びつける機
きかい

会となることを、心
しん

から願
ねが

い、祈
いの

っています。
（カトリック福

ふくおかきょうく

岡教区　菊
きくち

池・山
やまがきょうかいしんと

鹿教会信徒）

二
〇
二
五
年
十
二
月
十
六
日
発
行
（
毎
週
火
曜
日
）
Ａ
Ｊ
Ｕ
一
五
六
一
二
号　

発
行
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東
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身
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害
者
団
体
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行
物
協
会
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み
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こ
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セ
ン
タ
ー
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